
Title 予算純計の計出法を評す
Sub Title
Author 高城, 仙次郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1926

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.20, No.5 (1926. 5) ,p.535(1)- 573(39) 
JaLC DOI 10.14991/001.19260501-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19260501-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


鮪

j

 

B

S

物

惯

の

決

苽
.

.

■
:I
'
r,
:

,

.

の

麗

漁
 

M
 .
 

戴

邑

薄
”
：
:#
进

像

配」

:;
;
":'
>
! 

.第
四

寧
-,
'
.
:
:

實
幣

魃
1:
輕

.'

.

'

'

.
一
.:
-
; 

鼓

笠

章
、
' 物

似

變

動

の

影

響、
.

.
-
('
.
.
.
, 

-
' 

- 

>•
.
:つ
.
，»•
•
.
-

第

六

章

，
.

物
，似
調
節
の® :

肅

攻
^ -
释

^

T

, 1
’

第
七
崴
物
似
獅
滞
の
可
汾
一

凡
そ
獨
玆
の
生
訐
を
營
め
、る
者

>

,

ぁ

名

限

り

「

物

價

の

、
騰

落

」

に
»]
、
ひ

.
'■;r
. 

■'■
パ
- 

- 

, 

- 

: 

■ 

■ 

i 

,;
■
.:
•
.
.
.
.
. 

.. 

,

■■
.
-
'
.
'.
v

,

;

:

C
.

 
.

,

^ ;
.
,'
-
--
.

ぃ'-'

k-
.
 

..■
■
:/

丨
ン
な
い
も
の
は
な
い
。

が
，
こ
の
問
題
た
.

る
雕
羽
頗
も
多
岐
叱

1 :
6

且

. 

,
• 

■
 
I
 

•
 
.
 

J 

* 

« 
1'
• 

■ 

- 

f 

. 

. 

• 

.«.•

■
••.

次
 

> 

*■ 

• 

.
<
*

.

.
>
. 

*1 

< 

-
I 

' 

• 

- 

» 

. 
i 

M

尨
大
の
分
避
を
有
つ
が
故
に.勢
ひ
硏
究
事
«

の

系

^

*

*
卩
著
#
は
椒 

儷

の

原

®
" 

§

數

«

說

,

物
價
調
節
_

等

各

論

の

嗣

出

を

企

_

し

づ

..•
'
•
.' 

.-•
-

. 
- 

.
•
■.
 

^

.

•'
,

:
:
:-
f

v;
:

^
^:
'/
-

v
';(

.
v:
i

' 

 ̂

 ̂

.
::'
v

.

'

7

'

v

.

:

:

.

^

.-

.,'

.

、

ぁ

る

、
が

"

本

喾

は

、
即

ち

@

等
各
別
の
研
究
に
先
立'つ
總
論
的
の
も
の
”

で
、
’從
つ
で
物
價
問
題
の
备
而
に
觸
れ
る
、の

で

ぁ
る
。
物
®

の
決
定
以

.

, 

f 

/ 

>
,

:F
«

@
の
进
發
闽
を
設
け
#
題
下
に
多
年
硏
鐵
の
綠
粜
を
結
晶
し
た
。 

山
積
の
.抹
料
も
滩
然
S
の
繭
が
ら
絹
糸
を
引
く
如
く
に一
系
し
て
物
價 

騰
落
の
枳
本
股
因
並
に
其
の’騰
落
の
影
f

悉
皆
す
る

，
,

通 橋 本 日 衆 東

社會式株善丸| K
丸 •  f U  H  ®  W  砩 > X  M

福横

«

 ̂

^

 

®

 

0

0

 

0

^

i

 

第

五

號

，

.

I

s

s

m

l

f

 

;

〈
'

郧

J

: ::

!

大

藏

省

の

發

表

*

る

大

^

十

五

年

度

0

歳
入
出
鞣
算
純
計 

大

藏

當

は

四

月

ナ

四

日

の

.

官

報

に

て

大

J H

十
五
年
度
の
所
謂
歲
入
出
豫
算
純
計
な
る
も
の

. 

を
發
表
し
た
大
正

.

十

■

五

年

度

の

1

般

會

計

に

屬

す

：る

歲

入

の

總

計

は

十

-

億

三
千
九
西
三

. 

十

八

海

ニ

千

。

九
十
.

|

圆
で
ぁ
つ
て

•

歲
出
；の

總

計

も

同

額

で

ぁ

る

。

尙

ほ

此

. 0

外
に
諸
種
の 

特

別

會

.
計

に

施

す

る

歳

：入

の

—

：計

は

.

.三
，十

j

億

五

千

ニ

百

八

：十

七

萬

.七

千

九

辟

ニ

十

九

圆

に
 

上

ぅ

歲

枉

の

雜

計

は

ニ

十

八

億

千

.

三
'

百
ニ

.
十
；四：萬
七

.

千
七
百
四
十
六
圆
に
達
し
て
ゐ
る

0 :
;

^

し
.

て

T

般
會

計

に

®

す

る
.

歲
入
出

i

特

別

#

計

に

屬

す

る

歲

入

出

と

を

：通

算

す

れ

ば

、左

办

如

.

第

二

十

卷

(

聖

S

羰

算

純

計

の

訃

出

法

を

評

す

：

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:

:
:
f

號 

一



第一
一
十# 

(

1
:
1六> 

豫
尨
純
常
の
訃
出
法
^
評
す
 

第
五
號 

三 

ぐ

-^
な
る
0

,

1

般
倉
針
並
に
特
別
倉
計
歲
入
豫
算
總

.額
：

四
，
七
九

rrij:

六
R

o

r

lO R 

I

般
會
計
並
に
特
別
會
酐
歲
出
豫
算

'維
：卿

.

.

四
、四

.五，一2
0
1
:

九
：、八三
七
：

然

る

に

此

歲

入
.雄

^
歲
出
の
豫
'算
總
額
中
に

«
:ー|
尊
に
：.計
算
：サ
ら
れ
て
ゐ
：
る

項

目̂

少
な
，
 

<

な
い
。
例
へ
ば
、政
府
が

.帝
國
大

.學
の

®

費
の
一

.
部

分

S

しx
s
f
る

金

，
額

は

、

f

.
般

#
:
計 

に
ff
i

4

_
は

£

部

辑

，
所

管

；
の
；
歲
ー
出
.
中

に

計

.
上

せ

ら

れ

a
.
,
つ
'
帘

國

大

#

Q

特

別

*

針

に

.
於

.
て

歲
 

入

の！

部
分

€し
て
計
上
さ
れ
：て
ゐ
る
。
•而
か
も
此
伞
額

^
真

^

の

素

味

に

热

る

.帝

國
'<
2
) 

歲
出
で
も
無
け
れ
ば
、又
歲
入
で
も
な
い
。
此
金
額
が
實
際
の
歲
出

e
な
る
の
は
、夫
れ
が
®
國 

大
學
の
敎
職
員
の
俸
給
若
し
ぐ
は
圖
書
の
代
金
し
て
艾

—

出
せ
ら
れ
る
士
き
で
あ
る
。

X

，I P
J

 

金
額
が
帝
國
の
歲
入

i
看
做
さ
れ
得
る
は
、夫

.

4
が

税

余

又

は

專

：M

益
金
'
:ど
し
て
、國
俥
に
收
納 

せ
ら
れ
る
士
き

|:
外
な
ら
な
い
。
從
つ
て
其
金
額
が
大
蒇

#

ょ
り
帝
國
大
學
に
交
附
さ
る

、 

の
は
歲
出
で
は
無
い
。

勿
論

歳
入
で
も
な
い
。
畢
れ
は
怜
か
も

「

家
：の
主
人
が
家
計
費
を
主 

嫌
に
交
附
す
る

V」

き
に
、其
金
額
を
ば
淇
家
の
眞
正
の
意
味
に
於
け
る
支
出
金
士
看
做
'す
可
か 

£

ざ
る
ざ
同
じ
で
あ
る
。
唯
、帝
.國
大
學
の
會
訐
を
ば
一
般
會
計
よ

&
切
離
し
て

、
©
立

の

特

別

會
計
を

S
T
.る
韶
果
し
：て、

.

t

般
會
勒
ょ

—
特
別
會
針
に
移
す
資
金
を

r
舣
會
計
に
て
は
歲 

出
i
着
做
し
#
别
會
計
に
て
は
歲
入

t

て
诹
损
ふ
必
聚
が
性
中
る
少
で
あ
，る
。

然
し
な
が 

ら
、j

般
S

に
？

る
.歲
X
 

S

歳

出

在

別
^

W

に
f

る
歲

5

は
歲

f

を
通
算
す 

石
-̂
合
r
は
此
帳

«
上

0
歲
入
並
に
歲
出
を
控
除
せ

.ね
，ば

な

、ら

な

い

。

若

し

之

を

差

引

か

S 

V

れ
«:
歲
入
並
に
歲

ff
l

の
僅
算
に
於
て
ニ
重
に
掛
算
一
せ
ら
饰
名
こ

.ヾ」

に
な
る

o.

此
规
の
帳
锁
上
の
歲
入
並
杧
歲
相
が
帝
國
大
學
に
對
す
ん
交

W

金
：以
外
に
數
十
項
目
あ
つ 

て
其
金
額
の
合
計
は
歲
入
政
：考
て
十
-
億

r t
:

千
七
西
三
十
五
萬
千
三
百
四
十
一

‘

圓
、歲
出
に
於 

忑
十
億
六
千
四
百
六
十
四
萵
五
千
九
西
七
圆
に
上
つ
て
ゐ
る
。
此
兩
金
額
を
前
記
一
般
會
計 

並

y

特
別
會
舒
歲
入

_

出
め
擁
算
ょ
々
控
蜍
す

4

议、差
別
歲

.

入

出

の

豫

：
算

總

.
額

は

左

の

如

ぐ

に

匁
‘

'る。

歲

入

«

計 

：

ニ
ニ
、四

'
|四
、九

0
八
2
ハ：七
4

' 

歲

出

M

-

m

:

3

i

"

含

ニ

.
、
九

 

S

 

-

即
ち
是
れ

メ

帝
國
政
府
が
大

M

十
$

年

M

中
に
一
方
に
於
て
收
爾
し

’

他
方

n

淤
て
突
钳
す 

名
豫
忠
金
顧
の
總
計
で
あ
つ
て
、大
藏
省
は
之
を
大
正
十
五
年
度
の
歲
入
出
豫
箅
純
?

し
て 

笫こ十，卷

(

星
七)

豫
瞿
刺
計
や
計
也
法
を
零

 

部
1

,

H



1
:

!A

i

I

!
!

I
i
I

I

I
j .

I
i

!
i%

I

!

第

二

十

卷

(

五
三
6

豫
算
純
計
の
針
出
法
を
評
す 

第
五
親 

四 

發
表
し
た
の
で
あ
る
。

.

、

成
る
程
ニ
重
許
箅
に
：な
る
項
目
；を
控
除
し
た

'
 

る
も
の
で
あ
る
が
故

K
、右
の
歲
入
總
額
並
に 

歲
出
總
額
は
歲

A
出
の
純
訃

€
稱
し
得
な
い
で
も
な
い
が
，豫
算
錄
計
若
し
ぐ
は
純
豫

‘算

i
云 

ふ
が
如
き
名
稱
は
，恰
か
も
夫
れ
が
國
民
の
純
負
擔
を
計
暈
す
る
も
の
で
あ
る
が
如
き
觀
を
呈 

せ
‘し
め
る
。
然
る
に
大
藏
省
の
發
表
せ
る
純
計
は
決
し
て
國
民
の
純
負
擔
額
を
示
し
て
ゐ
る 

も
の

^
は
無
い
。
以
下
本
篇
に
於
て
此
純
計
の

^
出
方
法
に
對
し
て
短
評
を
加
へ
ょ
ぅ

i
思 

ふ
，

,
 

'
 

,

U

豫
算
純
計
の
調
査
方
法 

是
れ
ょ
り
豫
算
純
計
の
奸
出
方
法
を
批
評
し
た
い
の
で
あ
る

.

が、
大
藏
省
は
純
計
の
調
査
の 

順
序
を

.

發
表
し
な
か
っ
た
か
ら
，批
評
を

加
へ

る
前
に
、先
づ
前
記

の
數
字
の
針
出
法
を
說
明
し

て
釐
き
た
い

w

思

ふ
。 

.

先
づ
一
般
會
計
に
屬
す
る
大
正
十
五
年
度
歲
入
並

に
歲
出
議
算
は
上
記
の
如

C

十
六
億
三 

千
九
百
三
十
八
萬
ニ
千
〇
九
十

I

圆
ミ
し
て
發
表
さ
れ
て

*

る
：が
、是

れ

は

友

. 0

如
<

本

豫

, » 

译
5

:

姻

- 0
'

追
加
豫
算
ミ

'

の
合
計
で
ぁ

'
.

ゐ
。

.

.

:
 

:
V

 

ノ

管
‘ 

%
'

大
正
十
五
雄
度
歲
計
豫
算 

大
疋
十
五
牟
度
追
如
豫
箅 

大
正
十
五
雄
度
追
加
豫
算
：
 

大
正
十
五
卑
度
逍
如
豫
算
I 

合 

計
，

藤

%

圓

1、
五
九
八
、
1
1九
一
、七
八
五 

*
1

七
、六
三
丑
、四
九
八

1

五
、八
六
ニ
-五
5

七
、丑
九
二
、
1
0八 

1、
六
三
九
、
三
八
1
1、〇
九

1

圓

:

镞

■
 

0.
1

、
五
九
八
、
1
1九
1、
七
八
21
:
| 

一
七
、
六
三
五
、四
九
八 

1

五
、
八
六H

、

五

1〇 

七
、
五
九
：ニ
、
ニ
〇
八 

I
、

六
三
九
、
三
八
ニ
、〇
九1

次
に
特
別
會

f t

に
屬
す
る
豫
算
の
合
計
は
、前

’

述
の
如
く
、歲
入
に
於
て
三
十
一
億
五
千
ニ
百 

八
十
七
萬
七
千
九
莨
二
十
九

.

圓
、歲

.

出

に

於

て

一

一

十

八®

千
三
西
ニ

+

四

r l

七
キ
七
百
四
十
六 

圆
S

發
表
さ
れ

.

て
ゐ
る
が
、

•

其
の
內

_

は
左
の
如
く
で
あ
る
。

所瞥
 

外務
 

內務
 

大蔵
 

同

 

In
)

同
.

同

'

第
一1

十
卷

酋 省 翁 翁

(

五
三
九
ゾ

特
別
會
訃
の
種
類 

對
烫
文
化
事
業 

继

康

•
保
.
險

：

造

幣

:

腺 

资

を

d

 

印

刷

局
 

勘

.

.

.
赍
：

局 

大

蔵

省

預

.金

部 

镦

！

計
0
計
出
法
を
^ .
す

歲

入

m

歳

出

四
‘六
五
四
、〇
〇
三 

八
d
六
ニ
、セ
八
八 

1

五
、
七
七
六
'、
五
五
四

七
、四
八
〇
、.ニ
1
3

八
、六
三
H
、〇
五
八 

三

ニ

、
o
九
七
、
六
ニ
七

八

r
r
H三三
、八
五
〇

一

r

九
九
五
、
三
四
五 

八
、
〇

六
ニ
"
七
八
八 

五
"七
三
四
、四
四I 

四
ニ
"六
3£
四
"
七
七
七 

六
、六
六
〇
，七
〇
八 

1

七ffnlH

八
"
四
二
七 

七
五
、
〇1

四
、
〇
七
芄

第
五
镞

五



I

I

1
1

I
I

!
!
!

5
】

ヤ

卷

£

四
a

)

 

同同

'
.

同同

.

同

.

同 同
ノ 

励

'

同同同陸
' 
軍

.

I
F
s
r海

軍

翁
 

同

豫
釵
純
訊
の
.計
埤
法
'を
評
す

敎

育
.
甚 
'

命

卿

偾

盤

，理

雜

叙

鈐

愤

余

賭

像
，

金
.

國
有
財
藤
盤
理
資
金

敎
育
收
蕃
及
農
村
猫
興
蕋
金

朝
鮮
總
督
<府

籾
鲔
鐵
道
用
品
資
金

蜜
動

.線

.督
麻

■
腐
官
設
鐵
道
M
c
i金

關

東

廳

0

太

廳

南

.

#
■■
騮

陸

軍

造

兵

廠

千

住

製

絨

所

.

海
职H

廠
資
金

海&

火
藥
廠 

海

軍

燃

料

厳

.

.

蜜

膨

一1為
，、

1

八
、
一
 m

l

 

七
〇
四

_,
:■}六
四
丨I

三
ニ 

I

五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇 

H;
、
o
九
〇
、〇I

八 

.八
、
^
九J!l 、Mnil

八 

三
"四
八
1
|、セ
四
0, 

1

八
八
、
0
0六
、
Q
九
三
：
 

I

八
，0
五
六
、
三
八
-0 

九
九
"七
七
五，11

六
六

三
、〇
o
〇
、〇
o
〇 

.1

四
、八
五
七
，1

七
〇

.
1
,
七
、八
ニ

1,»七
三
六

四
、
三
三
七
、七
九
五
. 

四
八
、
六
ニ
八
"
五
九
九

六
、
1
ニ
0
，
八
六
八 

3
五
.、
1〇
七
、
九
〇
八 

三
、
ニ
 
ニ
ニ
、I 
四 I 

1.U

、
ニ
六
六
、
六
七
七

七
〇
，四
、
：ニ
六
赃
"一

H
1
T

1

五
〇
d

o〇
、
〇o
〇 

三
セ
七
占
ー
三
八

五
、
六
六
四
，
五
.七
七 

七
、七I

八
、
{ハ
ニo

1

八
八
、
0
0、六
、
0
九
三 

1

八
、〇
五
六
、三
八
〇 

九
九
、七
七
五
*1

六
六 

三
d
〇
〇
d
〇
o 

I

四
、八
五
七
，I

七
〇 

1

七 X

 i

H
、七
1
2へ 

四
>
H三
七
、七
九
五 

四
九
、九
七
.̂
1、四
五
七

六
、1

一
七
、
七
三
〇 

三
五
'i

九
八
、
六
四
ニ

三
、ニ 
ニ
ニ
、1

四I

:,
ニ
〇
、
1 

5
1
、九1

三

文

、部
，
省

同同同同農

杯

翁

商

.
エ

翁

遞信酋鐵

道

酋

同同

I!
.

追

加

豫

算

所瞥酋
 .大

藏

#

同第
一一

十

卷

(

五
四I)

帝— 

M國
ソ
大
學 

資
：

金

部
 

官

立

大

學
 

資

金

部

 

學
校
及
圃
喪
館 

資

金

..部
 

米

駿

窬

.給

調

節 

_ 

■
.鐵

.

所 

简
易
生
命
保
險 

帝
國
鐵
道 

^
，品

0

窣 

收
益
勘
定

ニ
三
、七
五
五
、
五
〇
五 

七
o
三
、
二
三
八 

七
、ニ
五
四
、四
六
三 

八
五
、
0 ニ
ニ 

1

七
、
七
八
〇
^
九
七
〇 

三
八ir

j

七
二 

七
八
j
.
.
九
三
、
五
九
三 

九
五
、五
，'i

六
>
六
四
五 

七
六
、四
六
三
、四
九
〇 

.

1
1
0
六
、四
H
'三
、五
波
四 

ニ L

七
、
ニ
九
一
、
0 ニ
三 

六
三
四
、3】

：1
0̂
八
九 

)

ニ
ニ
.四
1
1
1
、
六
六
0
>
1〇〇

特
別
#
計
の
稀
類 

國
有
財
康
盤
现
資
金
*

粉

鮮

總

督

府 

關

柬

廳
 

豫
銘
純
^
の
計
出
法
を
評
す

歳

入

圓

四
•四
六
九
、〇
六1 

1.

四
〇
、
三
四
五
.

:

ニ
三
、
七
五
五
、
五
〇
五 

1
，
ニ
五
三
，四
ニ
五 

七
*I
五
四
、四
六
三 

四
八
四
、
芄
0
〇 

,

1

七
、七
八
〇
、九
七
〇 

1
、

ニ 
！
八
ニ
三
〇 

七
八
、I

九
：

【r

五
九
三 

九
四
、〇
〇
三
、〇I

八 

—

三
〇
、
八
三
七
、三
〇
五 

ニ
〇
六
、
四
三
.三
ゝ
五
五
四 

二 i 
七
‘二
九
：r
o
.
5
1
1 

四
七
九
、八
八
六
、六
ミ
五 

一
1、
八
〇
三
、三
瓦
八
，六
七
ニ

歳

出

m

，ニ
、
o
i三
、
三
九
ニ 

四
、四
六
九
、〇
六一 

1

四
0
、
H
四
五

m
五
號

七



部

酋

帝 m m

國

大
m 力

學 廳 廳

大 同

蔵

酋

資

.

金

：

：
部
. 

國

值

整

理

驻

金

九
七
セ
、
三
四
：三
：
 

1
.
1
八
〇
、
九
九
ー
一 

七
二
八
、六
〇
〇

七
七
六
、七
〇
〇

九
七
七
、三
四
三 

1
1八
〇
、九
九
1
1 

七
二
八
"
六
〇
〇 

七
八
、
六
〇
〇 

七
七
六
"
七
〇
〇

笫
ニ
十
卷
，(

五
四11 )

豫
黨
純
計
の
計
出
法
を
評
す 

第
瓦
电 

\

總 遞 同

計 信  

計 省

朝

鮮

線

督

府 

都

.

.使
年

' 
金

,三
五
〇
、〇
〇
〇 

,

1、
四
九
四
、
六
八
八 

九

、

111

七
"七
一1

九 

五
ニ
、
八
七
七
、
九
ニ
九

.

H
五
〇
、
〇
〇
〇 

七
四
、〇
四

1 

九
、八
八
九
、〇
七
四 

ニ
、八
二
三
、
ニ
四
七
、七
四
六

最
後
に

！

般 

重
に
計
算
さ
れ 

1

’圓
、歲
.出
に
於

會

ft
に
屬
す
る

'豫
算
と
特
別
會
計
に
屬
す
る
豫
算
ミ
を
合
算
し
た
爲
め
に
、こ
 

た
る

金
額
の
合
計
は
、歳
入
に
於

て
，十
三
億
，七
千
七
百
三
十
五
萬
千
三
耳
四
十 

て
十
億
六
千
四
百
六
十
四
萬
五
千

.九
百

0
七
圆

士
な
つ
て
ゐ
る
が
、
其
の
內

0

は
大
藏
省
の
發
表
に
據
れ
ば

S

の
通

b

で
あ
る
。

、
特
別
會
前
益
金
級
入

1

般t-
Kt
0

人
經
常
部
第
三 

款
の
內

第
•三
項
尊
寶
局
益
金

三I U
、

七
三
五
、八
七

I 

1

芄
八
、
三
〇1ー、三J

七 

1

五 
ニ、
1
1

1
11、

六
四 ニ

笫
四
項
部
刷
局
益
金

S

3L

項
千
住
製
絨
脱
益

.

.金
-
.

ぁ
.
,

、S

海
軍
工
廠
資
金

S

会

益

金

笫
七
頌
海
取
微
料
廠
翁

第
八
項
製
鐵
所
益
金

帝
國
鐵
道
特
別
會
計
資
本
勘

.

宛
歲
入
笫一

款
笫T

項
鐵
道
 ヾ

益
金
繰
入

敎
宵
改
篛
及
農
村
振
興
拣
命
特

. 

別
會
針
よ
リ一

般
#

針
へ
繰
入'

1

般
會
計
歲
入
經
常
部
第
六
，
 

款
敎
育
改#

及
■
村
振
興
諶 

金
特
別
脅
計
よ
り
繰
人

國
有
財
淹
胳
规
資
金
特
別
會
針 

よ
りI

般
#
計
へ
繰
入

r

般
會
計
歲
人
臨
時
部
祺
六 

软
第
ニ
項
國
有
則
座
魃
理
資 

金
綠
入

造
幣
局
资
金
部
特
別
會
肝
よ
り 

1
般
會
計
へ
繰
人

一
般
會
計
歲
入
臨
時
部
第
六 

款
笫V

I

項
造
幣
局
資
金
繰
入

學
校
及
圖#

館
資
金
部
特
別#

 

針
よ

y

1
般
會
計
へ.

級
<

1

、
九

七
5

S

O

三
J -
三
八

1
、

三
五
〇
、〇
〇
〇

1、
1芄
〇
、〇
〇
〇 

1

、
六一

35
:
、

I 
八
七

i

五
四
、四
1
1
1
三
、
五
五
.四

七
、七一

八
、六
二
〇

七
"六
七
七
"
九
六
九

1

七
八
、〇
八
八

第
二 
$

 

(
五
四
1
1
1
)

豫
算
純
計
の
計
出
法
^
評
す

敎
靑
改
薺
及
.農
村
振
興
銮
金
特 

別
會
計
ょ
り1
:般
脅
:?
|
-
:
へ
：綠
入

敎
啻
改
#
及
農
村
振
興
装
傘 

特
別
會
計
歲
出
笫
一
軟
笫
1 

項
1
般
會
針
へ
綠
.入

國
有
財
產
锴
理
資
金
#
別
會
钟 

ょ
リ
一
般
會
.計
へ
線
入
.

國
有
財
產
整
理
費
金
特
別
會 

ft
錄
出
.第I

款
第1

項
，

1

般
、
 

嗡
計
へ
綠
入
，
_

造
幣
局
資
金
部
特
別
會
計
ょ
り 

1

船
會
計
べ
.：繰
入

;;
'

造
幣
局
瓷
金
部
特
別
會
計
菡 

出
第
三
款
笫
一
項
ニ
般
會
計
，
 

へ

賴

入
!

學
校
及
圖
将
雔
資
金
部
特
別
會 

計
よ
り
1般
會

計

，
へ
繰
^

.

,

七
，七
一
八
、
六
二
〇

七
、六
七
七
、九
六
九

一
七
八
、〇
八
八

第

五

號

九



,
四
分
利
#
支
那
侦
# ;
冗
利
補
资

i

 

g

f

/ l
f

l

-

f

g臨
：時
部
大
藏 

省
所
管̂

八
款
.四
分
利
付
支 

那
债
玢
元
刺
補
傲
の
內
：

、

計
ょ
り
大
蔵
贫
顼
金
部
へ 

預

入

金

利

子
'

大
蔵
哲
预
金
部
持
別
會
計
钱 

出

第

一

孰

第

ニ

顼

第一

日
预 

金

利

子
の
.内

1 

>四
九
九
、〇
九
三 

三
'1

三r
、

六
九
七 

三
、
ニ
三I

、

六
九
七

T

I

學
咬
及
_
梆
館
實
#
部
特
时 

識

款

箄

：

I.

項
V
I 

r
會

擎

へ^'
.人

1

、
特

：
別

會

計

經

赀

補

宠

金

、
一

般

會

針

歲

掛

臨

時

■部

大

钹
 

# '
.
所

普
.

第

三

软

特

列

會

針

#

 

t

補

充

金
_

中

，

ザ}

.

1

三
〇
、
〇
〇

( 

二
六
、
ニ
九
六
、
七
ニ
八 

二
六
、

ii

九
六
、
七
二
八

%

1

r
Ji
&

El
v_

卜
般
會
計
錢
人
臨
時
部
節
六 

孰
第
三
項
學
校
及
隞
^
偷
资 

命
鞔
人

、
特

別

會

計

經

锻

補

充

金

朝
餅
總
#■
府
#
別
會
計
錄
人 

臨
時
部
第
三
飲
補
究
金

關
取
總
待
別#

針
歲
入
臨
嗥
，
 

都
第
二
软
補
充
金：

I

碟
太
酸
特
別̂

訃
歲
入
.職
時 

部
筋
五
款
揃
充
金

南
洋
嗯
特
脚
#

計
歳
入
臨
ゆ 

部

第

二

款

補

充

金
I

、
四
分
刺
付
支
那
愤
券
先
种
挪
谘

A

錢
t

M

免
部
•待
別
會
朴
錄 

入
.

第

一

软

笫

：一

項

第

ニ

目

寶
 

却
及
馏
遛
益
金
の
内

、
■
^

ょ
リ
大
威
翁
预
金
部
へ

れ
入
金
^
子

亂
坊
也
命
保
臉
特
卯
會
計
歲 

认
第

|、
款

裕

ニ

項

第

j 

R利 

子
艰
入
■の
內

徵
ほ
次f

雄
業
、蝕
康
保
險
ノ 

敎
育
躲
金
、睹
资
金
、帝
國
大

i

 

及
同
资
金
部r

背
立
大
學f

 

J S

同
资
命
部r

學
校
及
劂#

}

 

館(

及
茼
資
金
部
：

>

各
待
別
會i

 

撒
汲
帝
國
鐵
道
特
別
#
計
收
一 

益
拟
定
歲
，入‘の
內
利
子
收
人」

1 

H
o
d
o
o

ニ
六
'1

九
六
、
七
二
八 

1

九
、九
一
九
、三
八
五

三
、〇
C
C
T
o
〇
〇

I
、

五
七
七
、
三
四
！

11 

1
、

八
〇
〇
，〇
〇
〇

1

、四
九
九
、〇
九
三 

三
、U

三j

、
六
九
七 

.lr

ニ
六
七
‘•
七
七
九

九

六

三

、
九

I

八

太
截
翁
掛
金
部
時
別
會
計
ょ
^

他
#
社
へ
綠
A
金

1

般
會
K t

栽
入
經
常
部
笫
五 

款
大
蔵
觜
筑
命
部
特
別
會
針 

ょ
^
'
綠
入

朝
鮮
總
#
庇
、蜜
湾
^
督
麻
、)

關
识
驄
及
樺
.太g

各
牿
別
皙f 

1t
-s
&
入
の
內 

.

.

. 

.

-V
- 

大
蔵
翁
預
金
部
特
別
會
計
ょ\

リ
綠
人 

J

■
f

這

特

別

#
計
へ
他
四
〇
八
、I 
ニ
五
、八§
1

g

<

、
i

g

、
l

項
他(

會
钟
よ
り
突
入)

：
：

n
r

七
一
一
五
、
〇

〇

〇 

三
、三
〇
〇
、〇
〇
〇

四
ニ
五
、
〇
〇
〇

1
、

大
蔵
#.
;預
兪
|

別
會
計
ょ
リ 

他
會
計
：
へ.繰
入
金、
:

大
藏
t
預
金
部
特
別
會
計
歲 

出
笫
一
款
笫
三
項
他
會
針
へ
' 

繰
入

三
、
七
1
1丑
、〇
0
0 

三
、七
ニ
五

0
0
0

一
、
細p

佩
難
卷
別
富
へ

.他
四

S

、
一
 

i

x弓

一

ー
般
會
骱
歳
出
經
衝
部
私
®

蕾
所
像
第
十一

款
_
偵

盤

理1

一
四
四
こ1
1五，三
、
五
九
四 

銮
帝
綠
入

蓮出米、別部檝基歲關雜經茲现經朝 
金笫穀( • #第太命出衆金常海蓝常鮮 . 

特ヒ骼i n •七廳艰經廳特部總金部總 
別款給綠款.特別常及別第输特第督 
會笫調)入國別會部南會十府別 e 府 
社四節、‘倩會 n十の洋m ■五辟會十特 
線 獅 . 被計躲內廳•繰款別 m •ニ:別 
入齒別迦歲入國特入國软‘線款會 
• 倩 會 湛 出 倩 別 侦 計 . 人 谒 評  
弊 計 金 總 盤 會 盤 旗 m %  

，理 歲 特 骼 现 社 理 出 整 出

0

^

$ 

C3E
四
®

豫妙
針出
法を
砰す

1

五
、I 
ニ
〇

、
七

ニ

1

四
、
五

八

一

、
八
六
〇 

1〇
ニ
、
七
九
六 

1

、
四
〇
八"I1o

 

七

一

、
ニ
四
ー
1、
及

各1
1 

锻M

靡 

十

”



rl.lTr̂
' 

(

五
四
.六)

豫

麓

純|1
0
針

出

法

^

砰

す

I

、
.健
康
保
險
牿
別
會
計
へ
他
會
計 

ょ
り
錄
入

-M
-M
保

險

特

*t
fl
歲
人
第 

ニ

款

笫

一

項
2

般
會
計
ょ 

W

受
入〕

I

、
他

康

保

險

料

健
嫩
保
險
特
別
會
肝
歲
入
第 

i

软
锘r

項
保
臉
料
收
入

七C
O
、

九
三
五

四
九
，三
ニ
七

i

、
特
別
#

計
保
有
國
债
傲
還
蒼
益

大
蔵
酋
預
金
部
時
別
會
計
歲 

入
第

.-
*軟
第一

項
S
一
目
赍 

却
及
馏
還
益
金
の
內

I"

.®
r̂
^.
理
迤
#
#別
#
計
よ
り 

他
食
針
へ
皮
拂
利
子

.

六
、四
三
ニ

四
三
、
三
.ニ
0
、〇
六
0'

笫
五
鹚

-  ■ -e» r  、 ■

盤國 特 ■  ょ他
S f 值 出 阈 毁 款 蕺 第 九 蕾 款 三 省 一 康 省 ー m 部一金定帝特— 健

|| I?! # 騮項I I B I I 康I f f嫘儎鉍鱺III
§ I f  I S 驪 , f l  I I I  鱺

二 务 S 七# 目省三十省款出保, ‘ 六 出 # 利益敎別入國別 
ナ 裂 項 特 遺 款 八 所 第 經 計 款 _ 計 子 勘 值 會  
$ ' 第 巧 償 會 特 管 第 目 管 ，常 臉 綠 第 V へ 及 定 豐 貯 黯 計  
計 ー 會 還 計別笫一 、第項部 '入 * -部 他 债 歲 愤 如 现 “  

う m 差 第 會 六項大■ 外 金 項 ;t  I m  
り 國 歲 鈷 一 針 款 第 藏 七 十 務 料 健 務 n 取 第 金 攝

二
、五
8

七 

r

Hニ
I
r
H
六
八

七
〇
〇
_九
三
丑

四
九
•三
二
七

六
、
四
三
ニ 

四

~
、
§ §
、〇
六
〇

輸 敎 齡 舉

犁 黯 輕 ミ の 臨 桦 客 g 分萬
收g t 善 の 款 化 分 晚 太 ^ 鹽
人 歲 及 內 饿 亊 平 ぼ 鐵 鐡  

入 農 一 業 ぞ 特 督  
笫 村 顼 特 狻 ^  S  

— 振 第 训 特 ，會 特  
飲 興 ー 會 ，別 針 別  
笫 菡 目 針 .會 g 會 
，ニ 金 • 资 歲 见 分 針

裏
濟
總
督‘ 

太
廳
各
特

大
蔵
嗜
預
乾 

人
笫〕

款
饿 

子
取
入
の
內

.，

.際

他
.會

Kt

I

般

證
券
.利
子 

;

贷

金

利

'子 

會
.計
の
、分
 

一
道
犄
別
會ft
の

一部別府 

項特會 W  

獅 針 紫

111 樺

帝
國
鐵
道
特
別
:#
,針
の
，分

朝
鮮
總
督
府
特
別
#
計
の 

分

'

r

般
t

s
lA
經
常
部
络
咖 

款
第
九
項
?1
ナ
收
人
：.の
內
独 

別
會
計
贷
付
金
利
子
:■

.笫11

屮

卷

C ；

五
四
七)

0

三
、五v

m
、

五
四
九

.二
、二
〇
〇
，〇
〇
〇 

;〇
泜
七
d
六
二
.

.11

六
八
、
四
八
七

三一
、

五
八【

、八
二
四

1三
、九
〇
八
、
五
七1 

八
、六
七
三
、
ニ
五
1ニ 

l 「r

八
三
六
、
ニ
五
〇

一
1、八
七
六
、
ニ
八
〇

1

、
H
u〇
、
i

l

‘ 

九
〇
，六
1ニ
0 

五
3|
1
〇
、
0
0
0

ニ
七
九
、
.六
九
〇

l
_
f
_
l

ほ

_
1
_
1
1

 

s

n二U
〇
、C
H

 
ハ
〇 

基
金
支
出
の
內

七
、
四
八
ニ
、
七

四.0

I
計

%
出
法
を
評
す

第
五
鱗



«
1
.
5 O
M

d 

f

缀

■
贳

法

I

オ

帝
^

大
學
、
背
立
大
擧
竝
學

H

I

>
» 
i. 

V 

.

〜

.

.
：
、
.
；
• 

-V，
... 

-

简
易
决
命
保
險
特
別#

.計
齒V

戀

1

第
I

公

m

命

金大

企m 今r 令が' H  f ::̂ '&f? 郄 樺 臨 謹 臨 朝 款 ー
寒 證 聽 於 都 5  %  f i ， 太丨_ 丨 _公 般
愛 令 抑 &  ® ゐ 彎 凹 廳 部 總 部 锶 愤 會  
| |  謹 - i 韻 , | 憨 特 卿 鎌 金 俞

藤 _ _ ‘ | | 時 f 通 醫 I

錢 _ 秦  I  I  i s  f : i i  i r  ' f

齡 線 為 廣 論 I f f  I

」
H
l
l
n
l

六
1プ

=1:

六
i九
九
2L
1

r
2L
c
r〇
o
o、Q
.
o
o 

八
〇
、〇
O
Q
,-.
o
Q
Q

i

五
、〇
〇
〇
，'o
o
〇

H
、
o
〇
o
"〇
o
〇

ニ
、
O
O
C
T
O
Q
O

K

o

d

8

d

o

o

ニ
九
*1

八
七
、七
四
か 

1

一1、
ニ
七
^
八
九
六
' 

三
、K

四
一
:、〇
七
五 

ニ
‘六
六1

、

七

I
H 

1

4九
七
六
、七
三1

:

雜
甚
锁

m

公 

偾 

金
ー
五
〇

-〇
〇
〇
、〇
〇
〇

^

债

金

特

別

會

訐

歲

出

第

I

 

—

款
公
憤
金
支
出 

一

五
〇

〇

〇

〇

"
〇
〇
〇

戈
學
及
學
校
圆
御
舱
鸫
常
支
出 

金

V

>1

般
會
fl
*歲
出
經
常
部
.文
部 

蕾

所

管

第

九

款

大

學

及

^

校 

圆

啬

館

支

出

.
金

ニ

九

土

八

七

*
七
四
六 

ニ
九
、
二
八
七
*
七
四
六

.
笫

阻

钦

笫一

項
敗
府
支
出 

金
变
人
.

(

九
州
资
_

大
舉)

.

第

反

钦

第1

現
政
府
支
出'

,

金

受

入(

北
海
道
命
國
大 

■

學
>

■
 

’

官
&
大
學
特
別
晳
訃
歲
入
經
. 

常
部
節一

软
第1

项
政
府
支
：
. 

出
命
变
入

學
校
及
岡
讲
骱
特
>J
«
J會
針
歲 

入
經
常
部
艰
ー
款
第1

項
政 

府
支
出
金
受
入

同
上
第
四
款
灾
那
战
生
狻
成 

贺
文
出
金
受
入.

火
禺
及
^
校
岡
讲
俯
臨
時
支
出 

金 

•

帝
國
大
學
特
別
會
訛
级
入
臨
. 

時
部
各
软
各
第一

项
臨
時
政
.

.

俯

支

叫

金

受

入•

官
立
大
學
、
學

校

及

闘

御

館

！
 

特

训

會
If
!

-

歲

入

臨

時

部

，谷

.

第

t

 

ー
款
第1

项
臨
時
政
府
支
出t 

金
受
入 

.

)

 

帝
國
大
學
及-
^

立
大
學
.資
金
綠 

入
於
國
大
级
特
別
僉
針
歲
人
臨

時
部
各
软
の
內
資
金
繰
人

背
立
大
學
#

別
會
訃
歲
入
臨 

時
部
第
1

i

軟
第T

項
維
持
资 

金

繰

入
，

,
-
.

P
ニ

十

卷(

丑
四
九

)

11 、
1

三1
、

七
九
四 

1
、

八
六
四
、
五
八
三

k
、
四
ニ
〇
、
五
八
七

1

三
、五
一1

三
、〇
四
二

六
八
、
ニ
ニ
.

1 

-

四
；

六
九
、丑

1七

三
、九
<
四
、七
三
五

八
八
四
、七
八II

1

、
1五
四
.
〇
ゴ
〇 

九
三
一
、
〇
ニ
〇

ニ
ニ
三
、
〇
〇
〇 

酸
窩
純.計
0
計
出
.法
^
評
す

大
學
及
學
校
關
讲
前
臨
時
支
出

金
'

_1
.

般
#

計
戠
出
臨
時
部
文
部 

t

所
管
第
九
款.
大
學
及
^

校

圖
#

鶴
時
支

|

:

'

帝
國
大
掛
及
パ
立
入.學
賢
：金̂

,

I
V 

.

.

.

i

Z 1
.

帝
國
大
學
特
別
#

計
資
金
部
ン 

歳
出
各
款
の
內
歲
人
臨
時
部

綠
入

- 

……

賞
立
大
堞
特
別
會
針|
5̂
郤 

歲

出
m

.

l

款

第一

项
歲
入
臨 

,
^
1

 ̂

.



窘
總
督
府
特
別

. 

經
常
部
笫
t
三
'款 

四
启
煌
草
の
內

陸
¥
造
兵
廠
ょ
り
陴 

供
給
代
金

海
职
へ

の

第會 
四計 
観  
笫出

崎
1

^

广

愆

？
与®

朝
鮮
總
督
府
|
特
別
會
計
歳
出 

魎
常
'部
第
十
五
软
第

11

項
第 

七
目
翦
廣
品
.船
俏
及
職
背
费 

.Q 
內
.

■

一
般
會
計
歲
出
睦
軍
费
所
皆 

の
內

同
海
軍
省
所
管
の
內

.

1
"

千
§
嚷
絨
所
ょ
り
陸
堪
へ
の
供 

給
代
金

「
般
會
針
.歲
出
陸
軍
#:
所
管

•0
C

11 、

七
五
四
、六
九11 

五
七
七
‘六
六
四

ニ
，一

七
七 
>〇
ニ
八 

ニ
四
、八
三
0
，八
丑
九 

二
四
*七
五
七
*
六
五
九 

七
三
'
1〇
〇

H
、
丑
七
ニ
 
•
ニ
六
ニ

!

1
!

I

I

!

第
五
铖

、
造幣局地金代金谁

幣

筒

待

：別

會

計

：

歲

出

，第〕 

款

笫

三

項

；̂

:

素

品

费

の

内

、各
會
廳
印
刷
物
代
金

I
,

般

竝

各

特

別

會

前

歳

出

，
の

S
-

:

:

-JU

四、四九九、七

1
11

六、1

六九、

o
五U

1

I.
•5

S

至

十

卷

(

五
五
.〇)

豫
箄
純
訏
の
計
出
法
を
評
す

造
幣
：局
地
金
代
金

造
幣
周
#
別
會
計
資
金 

-A
第
一
软
辦1顼
地
金

/
I

1
、

各

货

廳

印

刷

物

代

金

,印
刷
简
特
.別
會
歲

.入
^
. 

I 

软
第
' 

1

嗔
第

1自
.製
品
.资
拂

A
の
内 

‘
1
*

碟
潰
旧
ょ
り
他
會
計
へ
瘤
草
赍 

拂
代
金

鄴
赍
局
柿
別
#
計
歲
人
第】

. 

软
第

1祺
浓

1
2
!
拽
草
§
 

代
の
內

四
、四
九
九
、七一

ニ

六
、1

六
九
、G

五
ニ 

ニ
"七
五
四
、
六
九
ニ 

11 、
七
五
呀
：六
九
ニ

fill

級
ょ
り

U
の

ニ
四
，八
三
〇
、八
五
九 

陸
軍
造
兵
凝
特
別
會
訃
歲
入

邵1

戟
笫一

祺
作
業
收
入
の
ニ
四
、八
三
〇
，八
：五
九

千
住
製
絨
所
ょ
り
睦
祺
へ
の
肿 

給
代
金
.
-
,

斤
住
製
純
所
特
別
會
骷
蕺
入

滞
'

i
l
l

項
作
叢
入
の

-和

.'

三
、
近
七
二
、
ニ
六
二

1

、
悔
取
卫
银
資
金
よ
り
海
•取
へ
の 

供
給
代
金

，
海
取H

廠
资
金
特
別
會
if
!*歳 

入

,^
1
:軟
第

1顼
材
料
物
品 

資
拂
代■

I

、
海
取
火
_
廒

よ

り

海

：取

，へ
の 

給

代

金
.

海
取《

藥
廠
特
別
會
評
歲
入

笫
ニ
软
第
一
頌
作
粱
取
入

.

1
、

海

取

燃

料

.級

よ

り

海

邡

ヘ

の

供 

給

代

命
/ 

- 

•
/ 

•

••
V.海
革
燃
料
厳
特
別
會
計
歲
入 

;
笫
一
软
笫一

項
作
粱
收
入
の

' 

.
'
a
.

1

、
製
鐵
所
よ
り
各
#
jf
l-
へ
製
品
資 

拂
代
命
プ

.製
鐵
所
特
別
#
計
歲
人
觀1 

软
第
.一■
项
第一

目
生
商
物
资 

拂
代
の
內

K

猫…

侦

.

遞

送
',
-
:
費

帝
國
鐡
道
蚱
別
會
訃
收
益
勘 

宛
歲
入
第
一
款
讲1

项
述
輸 

’
取
入
及
笫H

項
雜
收
入
の
，
内

1

,
帝
.：.
.
國
鐵
道
通

-.
行
桃

1

般會訏歲入經常部诹

_
1 

:
.款锘六瑣通狞輯の內

:;

三
五

>

〇
O

〇

〇
〇
〇

三
、
ニ
〇
〇
'
〇
〇
〇

1

七
，六
七
ニ
、七
四】

U

 I
、

五
六
三
、oo

〇

ニ

H
一
一
一
、
六
六
〇

■五
、
〇

〇

〇

1

、
海
窜
エ
腐
資
金
ょ
り
海
堪
へ

の 

供

給

代

金，

1
.

般
會
計
歲
出
海
軍
省
所
管/

の
内
：
.

：
：

，3;;:;

ノ
 

.

一
、
海
軍
^
藥
廠
ょ
り
海
革
べ
0
供 

給

代

金

,

i

般
會
計
歳
出
海
卓
#
所
錄 

の
內

1
、

海
與
燃
料
廠
ょ
り
淘
軍
べ
の
供 

給
代
金
.

• '
.
.

一
般
會
Hf
歳
出
海
^
省
所
管 

'
の
內
：

.1

、
製
鐡
所
ょ
り
各
會
訃
へ
製
品
资 

拂
代
淦

. 

-

i

般
竝
各
#
別
會
計
歲
出
：の 

內
：

0

侦

物
.

.遞

：送
ハ®

1 :

牲
會
計
歲
出
經
常
部
遞
信 

省
所
管
辩
ニ
款
第
ニ
项
笫
十 

R
集
配
遞
送
费
の
內

帝

國

鐵

道

.
_
.
通

.行
：稅

帝
國
鐵
道
待
別
會
計
收
益
勘 

觉
歲
出
第
，ー：款
第
1
1
1
頊
笫

1
: 

.
.E.

通
行
税
沸
辰
金.
.

:
:

三
五
，
〇o
〇

、
〇o
〇

三
'
1〇
〇

，
〇0
〇

!

七
、
六
七
ニ•七
四I

ニ
一
、五
六
三
、
0
〇
〇

二
、
三

1ニ
、
六
六
〇
.

五
、〇
〇
〇

第11

十

卷

$

£

y撖
算
純
針
の
針
樹
法
を
評
マ

第

羅

：

由



'第
U

十

卷

(

五

，五I
D

換

算

鞞

計

の

計

出

法

を

評

す

け
帝
國
鐵
道
历
品
勘
^
ょ
り
資 

味

、
收

益

兩

勘

定

，へ

.の
供
給
代」

金

'
帝

M

鐵

道

特

別I

f

®

裏

入

第1
I

一
 
項

用

品

ニ一
 

五
、五
四
三
、〇
〇
〇 

及H

作
收
入
：

朝
鮮
鐵
遒
叨
rnl
)資
金rH
り
朝
^
，
’ 

總
顧
府
特
別
會
訐
へ
の
俳
，給
ザ

金
；
：

•
•

朝
财
鏹
道
用=1

资
命
特
別
# 

訃
歲
A
m
r款
笫
？
项
;i
i
品 

及
工
作
取
入

七

%
八
四

〇
七
九

ニ

、
九

九

九

、
九
0

〇

、
戡
蔺
背
骰
鐡
遨
用
品
資
金
ょ
り 

螯
灣
捣
督
府
特
別
#
If
!
-へ
の
供

遠
^
赏
設
鐡
道
用
品
資
余
特 

別
會
訃
歲
入
第.1

软
策1

項 

鏹
道
爪
品
資
拂
代
收
A

、
造
幣
局
特
別
會
訐
資
金
部
ょ
り 

教
育
改
溝
及
農
村
根
興
基
金
特 

別
會
rf
!
-
へ
綠
入

敎
茼
改
薺
及
農
I

興
趄
命 

1#
別
脅
骱
歲
入
笫
1馱
笫

1

.1

四
、〇
0
〇
、〇
〇
〇 

項
造
幣
局
資
金
受
入

其
の
他控

餘
妞
合
計_

四
*
■

五
三
七
、
四
四
九 

1

、
三

七

七

、
ー
ニ
五

►-
»

、
三

四'-
-
*

f

號

八

帝
國
鐵
道
用
.品

勘

率

よ

り

鸷
 

.本
、
取
益
兩
勘
定

：

へ
の
.供
給
代

金
：. :

'.
，
 

::

帝
國
鐵
道
特
別
會
訏
資
：本

動

)

 

定
歲
出
第
二
款
第
.

1:

項
第
二
/ 

項
0
內
及
同
上
收
益
勉
定
歲
：| 

f

第
‘
1
.
款
饼
：！.項
雄
_

のi

朝

鮮

_

道

用

品

資

金

よ

り

朝

鮮
 

總

督

府

特

別
#

計

へ

の

'
供

給

代

金

:

'

朝
鮮
總
督
府
特
別
會
‘計
錄
出 

經
常
.
第̂
^
六
款
第
-:
項
取
、 

業
费
の
內
及
臨
時
部
：第
七
款

>

■

第

一

顼

(

姐

設

費)

第

二

現i 

.(

改
萬
養)

の
'內
：

■■〕

•蔹
灣
官
設
鐵
道
用
品
資
金
よ
り 

蕺
海
總
督
府
特
別
會
訐
ベ
の
供

給

代

金
.

/
 

:

 .. 

•

.

甕

海
a

督

府

特

別

會

計

焱

出
 

經

常

部

第

十

1
'1款

第
111項

：鐵

 

逍

斟

業

贤

の

內
 

造

幣

局

特

別
#

fR r

資

金

部

よ

リ
 

教

育

改#

及
.

農

村

振

興

^

金

特
 

別

會

削

へ

綠

人

.
造
幣
局
特
別
會
計
資
金
部
蕺) 

出
第
二
款
第
一
項
敎
宵
改
#'(

.及
農
村
振
與
甚
金
特
別
會
訐
 ̂

へ
綠
入 

其
.の
.伽

.

ニ
一 
五
，五
四
，3
、〇
〇
〇

1

七

、
九

八

四

、
〇

七

九

ニ

、
九

九

九

，
九

〇

〇

控
除:

額
合'

計

1

四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

四
、
五
为
书
、
八
八
六 

1
、0
六
四
，
六
四
芄
、九0
七

H

豫
算
純
計

0

懲
義 

,

大
藏
省
の
發
表
せ
る

»

算

，
純

計

は

、
前

'

ニ
節
の
說
明
に
依

9

て
明
か
な
る
が

如
く
、

C

ニ
大
正
十
五
年
皮
歲
入
歲
出
總
豫
算

 

.

(

.二)

大
正
千
五
牟
度
歲
入
歳
出
總
豫
算
追

*

•

證
各
特
別
會
計
歲
入
歳
出
豫
算

 

.
 

e

(

四)

各

特

別

會

訐

歲

入

歲

出

豫

算

追

加

. 

の
四
種
め
豫

. #

を
驵

®

し、唯
ニ
箄
に
許
算
さ
れ
た
る
項
目
を
控
除
じ
：た
る
に
過
ぎ
な
い
も
の 

で
あ
る
。
從
つ
て
是
れ
は

*

算
純

I f

と
稱
す
る

よ

P

も

寧
ろ
綜
合
豫
箅

i

.稱
す
可
き
で
な
ぃ 

か
。
純
計
豫
算
な
る
名
稱
は
辦
に
第

1

節
に
.

於
て
指
摘
'し
置
い
た

如
く
、誤解
を
招
ぐ
虞
れ
が 

あ
る
'0

純
收
入

S
は
、言
ふ
ま
で
名
な
ぐ
、總
收
入
よ
ち

總

支
出
を
控
除
せ
る
殘
額
で
，あ

P

て
M

 

益
ビ
は
總
益
金
よ

b

.

總
損
金
を
差
引
き
た
る
殘
額
の
謂
で
は
な

.

い
か
。

『

純』

はf

純
粋
の

i

な
る 

形
容
旬
の
略
字
：に
外
な

6

な
い
か
ら

^

粹
の
意
義
に
於
け
る
何
物
か
に
對
'し
て
の
み
用
ひ
得 

る
形
容
詞
で

*

る
。
.

從
つ
.

て
歲
.

入
出
激
算
純

«

ミ
云
へ
ば
、純
粋
の
歲
入
並
に
純
粋
の
歲

.

出
^

 

對
す
る
豫
算
で
あ

.

&
 

5

i

思
ふ
人
が
あ
，る
か
も
知
れ
ぬ
：

,:
0

S

に
又
、純
轉
の
：歲
：埤

き

云

へ
ば
、國

第

二

十

怨(
：

九
五
1
1
1
> 缴
黨
純
‘計
.の

計

出

法

を

評

ャ

m
3f
M
, 

I

九
”



f
l十
卷
.

(

五
五
！D

豫
第
純
計
の
計
出
法
を
評
す 

’ 

ー
5

め
‘

む
政
の
爲
め
に

"

國
民
が
負
擔
す

.

：る
純
粹
の
政
治
费

.

の
意
_

に
解
；ず

.-
:

る

：
人

：
が

少

な

C

あ
る
ま 

い
o

而
し
て
純
粹
の
歲
入

i

は
.

此
純
粹
の
；政
治

#

.

に
充
っ
可
き

a l
㈱

の
歳
入
、即
ち
粗
税
、手
數 

料
等
^

々
生
ず
な
總
收
入
ょ
り
收
說

#

ゼ
差
5 1
.
.

き
た
ぢ
殘
額

Q

意
：I

’

取
る
者
が
多
が

&

5,

S;
M
は

•れ
石

。 

-

.

.
 

.

:
然
ら
ば
大
藏
省
の
發
表
せ
る
歲
入
埤
豫
算
純
計
は
如
何
ヾ

」

S

ふ
に
、幾
多
の

.特
別
■會
計
に
屬 

す
る
歲
入
出
の
豫
箅

.が
含
咬
，れ
て
な

る
。
.、

例
へ」

ば

*
賣

局

特

別

會

計

の
^

出

豫

算

、即
ち
一
，
億 

七
千
: /
1

西
ニ

^
-三

蔣

八

千

四

百

ニ
+-
七

圆

が

其
0 ,
中

に

含
•̂

れ
T

ゐ
る
：が、此
.一
億
七
千
五
西 

餘

.离
圆
に

1

し
て
は

H
億
千
百
〇
九
萬

七

千
六

S

一一 

ナ
七
圓

0'
«:
入
、主
；ど
し
て
專
賣
品
の
貴 

上
か
あ
る
か
ら
、國
庫
に
對
し
七
、從
つ
て
國
民
ぶ
對
し
て
何
等
の
負

«

を
«
さ
ぐ
る
の

 

>
 か、却 

つ
ヘ
て：

一
億
數
千
圆
：
の
純
益
を.生

じ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

又
、帝

國

鐵

道

；：

經
：營

の

特

別

會

計

に

は 

左
の
如
く
四
億
七
千
九
莰

^

^

圓
‘

の
支
W

M

a

出
豫
算
±

し
.

て
計
.上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

笫一

馱

•
鐡
道
作
證

.

'

四
五
四
、八
八
六
、六
三
，

：
.1 ；

ン

第
一
祺
祺
業
费 

1
1
八
三
、六
四
三
*八
1
1
1 

ニ
：-'
 

,

笫U

項
利
子
及
倚
称
取
扱
费
：
.

.

.

•
、
七
：..
1
J
X
五
*八J

四

r 

.
'
.第

W
.

铒

J

諸

榜

屄

及

立

智

金
,

.

.

'

.

.

.;

.パ，'

.
九

九

、
九.
ニ
.
七

、
〇
3

〇

:

■

;

.

.

. 

.

.

.

.

.
笫
四
‘項
»|
機
街
费

;,
 

.

M
〇
、
o
〇
〇

丨
■

第
二
款
M

助
锻 

.

五
、〇
〇
〇
、〇
◦
〇 

.

.

.

笫「

填
地
方
鐵
逍
補•助 

：

：

五

、
〇

〇

〇

、
〇o :
〇
 

——

'

-
望

馱

豫

備

金
 

'

ニ 
〇
、
〇
o
〇
、
o
o'
o: 

,
 

:: 

-:
•
. 

:

s

.

項

豫

備

费

：

：

.
、

,

1

5
.o
〇
o
、
〇
〇
？

合

訃
 

四
七
九
、八
八
六
、
六
三
五

然
し
な
が
ら
、此
四

®
餘
圆

0'
.
支
出
に
對
し
て
は
、左
の
如
ぐ
六

@
圆
以
上
の
收

人

•か
あ
る
。

■ 

- 

•
•
. 

- 

:

、

. 

' .

.
::

第
，{款
靈
伯
業
收
入
：

.

六三Hf 、ni11 〇
、
一

八
^®
.

第

5

運
輓

•
入

， 

.
五

！
一
九
、
九
0
三

、
四
〇
〇 

'

第
ニ

织

.

.
雜

收

入.

.
■ 

六

、
九

九

九

、七
八

九
 

V
-へ
.
，
第

三

現

，JS
敬人及立将佥

3t
*

A•

.
九七

.、四一七

v〇
o
〇

：

,

:

斯

ぐ

の
如

ぐ

、帝

國
；
鐡

道

の：
收

入

は
支
出

a
り
も

多

い
の
で
 
'あ
.つ
て
、我
國
有
鐵
遺
は
一
錢
の

.負
織
た
に
國
扉
に

.從'p 
X

國

民

に

蒙

、ら

•(
>
'め
て

ゐ

な

.い
；
の

み

な

ら

t'
、
.
.
l
億

五

^
四

百

四

十

H

, 

,

腐
已
チ
五

ft
五
十
四
圆
の
：純

.益
を
擧
げ

-T
ゐ
る

.の
で
あ

.る
。
.郞

ち

國

，民
は
、
>
な
.く
占
も
帳

15 

•上

に

於

て

、大JH
十
丑
年
度
中
に

'1

億
丑
千
四

.西
餘
离
国
の
純
益
を
國
有
鐵
道

‘の
鞾
營
に

f

郯
ニ
十
卷

(

五
五
五
V

豫
黧
純
計
の
計
出
法
4>
評
す 

第
£
譃

ニ

 

！
•



第
一1
十

卷

(

五

五

六

〕

豫算純計の訃出法を
評ャ:

第

五

號

 

ニニ

て：收
む
る

.豫
算
に
な
つ
：て
ゐ
る
。，

*

も

此

ー
儇
蓝
宁
四
百
餘
萬
圆
も
收
益
«
、

« '

賣
局
の
益
金 

の
如
く
、國
扉
に
收
納
せ
ら

'れ
ず
し
て
、全
部
國
有
鐵
道

-の
建
設
及
び
改
：良
に

0消
せ
ら
る

\
豫
：
 

定
で

.あ
る
。
從
つ

.て
此
收
：益
は
帳
簿
上
で
は
國
の
歲

入
と
は

な
ら
な
い
が
、實
：際
に
は
國
家
の 

收
得
に
な
つ
て
ゐ

る
.。

何
故

i

な
れ

ば
、其

金

が

國

有

鐵

道

の

擴

張

：並
_に

改

良

に用

ひ

ら
れ
る 

の
で
あ
る
か
ら
、國
有
鐵

'道
の

.資
產
が
夫
れ

*

け
增

.加
す

-

る
，」

ビ
に

V
る
爲
め
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、特
別
會
計
に
屬
す
る
歳
出
中
に
は
少
し
も
國
民
の
負
擔
さ
な
ら
ざ
る

.

支
出
が 

多
額
に
含
ま
れ
て
ゐ
る

0

然
る
に
此
等
の

.

支
出

.

を
も
：一
般
會
計
に

®

す
る
'

歲
出
を
合
算
し
て
、
 

其
統
計
を
豫
算
純

f t

ヾ

」

稱
す
る
は
，聊
か
當
を
缺
い
て
ゐ
る

S
看
做
す
可
き
で
は
な
い
炉
。

勿
論
總
て
の
特
別
龠
計
に
於
て
、歳
入
が
專
賣
周
特
別
會
計
並
に
帝
國
鐵

.

道
#
別
會
計
に
於 

け

る
が
；如
く
、̂
出

に
超
過
し

T

ゐ

る
の
で

は

な
い

o

杳
な

總
收
入
が
細
支

〕

出
よ
り
も
少
な

<

 

し
て
、其
差
額
を
ば
、國
庳
よ
り
支
出
し
て

ゐ
る
#
別
會
鼾
が

少
な
ぐ
な

い。
帝
國
大
學
の
特
別 

會
計
は
其
の

'

適
例
で

あ
る
。

然
し
な
が
ら
、

*

®
の
#

別
會
計
に

興
す
る
歲

出
の
全
部
は

決

し
て
國
民
の
負
慷
で
な
く
、某
の
內
國
庫
よ

.り
特

.別

會

計

に
■

入
れ
.

る

金

額

；丈
.け

が

國

の

筠

擔

、
 

從
つ
て
國
苠
の

.負
潜
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
ャ
特
別
會
許
に
屬
す
る
歲
出
を
全
部

f 

f
t 

# 

w 

®

算

通

.算
す

■る
は

、少

な
く

ふ
も
國

.民
の
負

.擔
額

〗

を

.明

.か
■
に
.す

.る
自

.的
；を
'
.僅か

' .に
も苟
す

る

_■
以 

上
は
、當
を
得
て
ゐ
な
い
。

尤
も
ニ
般
會
計
に
餛
す
る
歲
入
出
總
豫
算
並
に
追
加
豫
算
及
び
特
別
會
計
に
屬
す
る
歲
入 

出
'

豫
算
及
び
追
加

»

算
‘

を
全
部

M

算
す
る
こ

y

レ
が
、.一

 

'

方
に
於
て
は
政
府
'の
手
に
收
め
ら
れ
ゴ 

他
.

方
に
於
て
政
府
が
支
出
す
る
豫
楚
に
な
つ
て

.

ゐ
る
金
餞

'

の
總
.

計
を
明
か
に
す
る
を
目
的

i

 

す
る
な
ら
ば
、此
種

'■

の
針
算
自
身
が
惡
い

i

云
ふ
の
で
は
な
い
。
然
し
な
が
ら
、之
を
豫
算
純
，针 

i

w

し
得
る
か
ぐ
間
題
で
あ
る

0

此
總
針
ほ

^

府
が
大

ff
i

十
五
^

度
中
に
收
め
且
つ
支
出
す 

る
金
圆
の
合
計
で
あ

る

か

ら
、
®
算
純
货
と
名
付
く
る

ょ
り
も
寧
ろ

»

算
.

總
酐
若
し
く
は
上
文
：

 

に
指
摘
し

た
る
が

如
く
，
綜
合
豫
算
と
稱
す
可
き

で
は
な

い
か
。
太
藏
省
の
發
表
せ
る
所
謂
微 

算
.爾
許
は

一

商
店
の
金
餞
出
納
帳
に

載
せ
、

た
る

1
"

年
間
の
總
：受
入
る
總
轉
支
拂

e
に
類
す
る
ち 

.

の
で
あ
つ
て
、純
の
字
を
冠
す
可
ぎ
性
質
の
針
數

^

は
思
は
れ
な
い
。

尤
も
大
藏
猶
の

.發
表
し
た
綜
合
豫
算
が
豫
算
純
計
ヾ

」

稱
せ
ら
れ
た
の
は
、多
分
ニ
重
に
縮
入 

さ
れ
て
ゐ
る
項
目
を
控
除
し
た
爲

め

で
あ

ら

ぅ

が
，一
箇

‘の
總
數
を
計
算
す
る
に
當

Pて、其、計 

算
を
行
ふ

M

果

ミ

し

て

：、
重
■«
す
る
計
數
を
控
除
す
る
の
は
當
，然
の
こ
？
で
あ
つ
て
、此
事
の

•

爲 

第
.二
十
卷

C

五
五
七

〕

，
豫
錄
純
.

計
0
針
出
.法

を

評

す

IT
3L
.號

.
1
I
S
:



S

I

S
 

S

M
八〉

隞笕純計の計坩法か評す：

J
五狨 

一一四

め
に
、其

| 4

數
を
純
雜
則

V」

_

す
る
の
は
果
む
て
至

.

當
で
あ
、ち

. 5
;

か
。
假
り
に
理
論

t

差
交

S

 

い

V」

し
て
も
ズ
を
し

T

誤
解
を
懷
か
し
む
る
虞
れ

‘

必
る
以
上
、夫
れ
を

0

(

w a
き
で
は
な
か
ら 

3

か
パ
而
か
名
豫
算
純
訐
な

.

る
言
葉
：は
上

0 
0 

?

政
府
の
純
收
入
农
び
純
支
出
の
豫
尊
の 

意
美
に

*

せ
ら
名
、

0

虡
れ
が
あ
る
。
現
に
京
都
帝
國
大
學
の
沙
見
三
郞
氏
は

『

純
計
_

算』

を 

ば
此
意
味

.

で
用

a

て
ゐ

&

れ
る
。
氏
日
ぐ
、『

き
办
影
1

«

、純
收
入
及
び
.純支
出
を
揭
ぐ
る
豫
算 

で
あ
る
。
租
桃
收

.

入
な
ら
ば
徵
稅
费
を
除
き
た
る
殘
額
、

^

經
*
收
入
な
ら
ば
經
營
费
を
奪
引 

き
た
る
純
益
を
收
入

w

し
て
豫
算
に
計
上
す
る
の
で
あ
る
。

』

云
々
I

『

經
濟
論
叢

』

第
一
一
十
こ 

卷
第
四
號

(

大
正
十
五

_

年
四
‘

月
概

)
『

總
| 1
*

(

豫

算
<

‘純
計
：豫
算

』

,

:

鈍
收
入
を

|-
1

出
す
る
に
：當
う
て
、祖
税

徵
收
«

を
控
除
す
る
の
可
否
、並
に
其
他
の
計
算
方
法 

に
就
き
て
は
，成
は

_

論
の
餘
地
が
あ
る
か

&

知
れ
な
い
が
、純
計
豫
算
を
ば
汐
見
氏
の
意
味
に 

解
す
る
人
が
多
か
ら
う
：ヾ

」

思
は
れ

，る
。
若
し
果

し
て

然
ら

ば
、大
藏
省
の
如
ぐ
總
豫
算
を
豫
算 

純
計
ざ
稱
す
る
は
人
の
-誤
解
を
招

 

< 
こ
.

Sに
な

&
う
，

尤
も
豫
算
純
計
調

'に
付
け
た
る
說
明
書
に
は
、

『

各
會
計
を
通
じ
て
の
國
民
负
擔
の
總
額
を
表 

は
す
も

.0

S解
す
可
き
で
は
な
い

.

』

5
の
斷
り

:«
が
あ
る
。
然
し
な
が
ち
、此

.註
釋
に

依

な

て、名

稱
の
缺
點
を
除
く
こ

W

を
得
な
ぃ
。

-
典
斷

b

書
は

’親
が
娘

;|
:
武
雄

.？
云
ふ
名
を
付
け
セ
、常
に 

武
雄
は
女
で
す
ヾ

」

斷
つ
て

.ゐ
る
に
類
す
る
。
其
斷

P

を
0

れ
る
度
每
.に
其
娘
は
男
で
あ
る
ヾ
ド 

思
は
れ

る

で
あ

.ら
う
。
.
現

.に
四
月
九
日
の
諸
新
聞
紙
に
揭
載
せ

4

れ

.た

豫

箅

純

計

に

は

此

斷
 

り
書
が
付
け
て
な
い
か
ら

M

解
に
陷
つ
た
人

が
あ
つ
た
ヾ

」

M

は
れ
る

。

、

.

;
又
，中
外
商
業
新
報
に
載
せ
た
る
此
豫
算
純
針
調
に
添
へ
た
る

『

大
藏
當
局
の
說
明

』
中
K

大
正 

十
近
年
度
の
總
豫
黨
が
大
疋
十
四
年
度
ょ
う
も
多
額
'に上
れ

，

, ^
>

に
.名

拘

、ら
ず
、大

疋

十
2:
年
度 

の
純
計
豫
算
が
大
正
十
四
年
度
の
純
計
豫
算
ょ
う
も
少
な
き
は
、造
幣
局
益
余
へ
ゝ

」

公
債
發
行
額 

ざ
が
減
少
せ
る
に
起
因
せ
る
も
の
で
あ
る
ビ
述
ベ
た
る
後
に
、左
の

j

■節
が

*

る
o
'
;

:

:『

從
つて

假
令
本
年
度
の
銃
針
豫
箅
は
減
少
し
て
も
國
民
の
購
買
力
其
他
國
民
負
擔
の
減 

.

.
少
を
意
味
す
る
も
の
で

.は
な
ぐ
多
少
增
加
し
セ
こ
芯
に
な

.つ
て
居
石

』

"

即
ち
此

一

節
に
は

『

國
民

.負
擔

』

な
る
言
葉
が
用
ひ
、

b
れ
て
ゐ
る
。

;
若

，し

此

記

事

に

誤

®

が
な 

ぃ
.も
の
ミ
す
れ
ば
、此
言
葉
は
純
計

な

る

文
字

'マ」

共
に
益
々
人
を
誤
解
に
陷
ら
し
む
る
虡
れ
が 

.あ

る

ミ

思

は

れ
-^
ノ

、四
豫
算
純

.計
の
計
出
法

〕

第II

十
卷

(

五
芄
九)

豫
算
純
計
の
計
出
法
を
評
す
 

笫
盆
號 

-
S



第

二

十

铬

S
六
o)

豫
簏
純
計
の
計
出
法
を
評
す 

第
五
ぷ 

二
丄
、

以
上

j

般
會
計

.

に}

屬

す

る

本

豫

：算

並に
：；

追
.

加
.

豫
算
ミ
特
别
會
計
に
.：屬
す
る
本
豫
算
廉
に
息 

加
豫
算

€■
の
合
計
を
ば
豫
算
純
計
ぐ

」

稱
す
る
こ
ど
の
不
條
理
な
る
を
略
述
し
た
が
、序
に
豫
黛 

純
訐
又
は
純
豫
箅
の
計

.

出
汸
法
に

.

.

關
す
る
私
見
を
。述
べ

.

て
稿
，を
終
次
た
い

V
J

思
ふ
。
筆
者

^

 

觀
る
：所
に

」

據
れ
ば
'

純
豫
へ
算
は
國
民

.

の
負
擔
ぐ

」

な
る
政
府
の
飩
，支
出
並
ば
其

' 

純
支
出
に
充
て
る

. 

政
府
の
純
收
入
に
對
す
る
豫
箅
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
意
：味
に
於
找
る
純
豫
算
を
計
出
す 

る
に
は
特

> J
l

會
t [

の
歲

A

出
豫
算
を
全
部
度

' 

外
視
す
る
必
要
が
あ
る

,0

鐵
道
に

' 

せ
ょ
、«
賣
司 

に
せ
ょ
、今
日
で
は
上
述
の

如

ぐ

國
民
に
何
等
の
負
擔
を
蒙

&

し

め

て

ゐ

な

い

の
み
な
ら
ず

、

M

 

額

の
純
收
益
を
擧
げ
て

.

ゐ

る

。

特
別
.

*

計
.

を

有

す

る

他
の

t
衙、施

馨

0

等
の
內
に
は

d

國

段 

に
5

を
加
へ
て
.ゐ

る

も

の

も

あ

る

聲
負
擔
額
时

_

に

I

般
會
針

0

歲
出
豫
算
に
計
上
さ 

れ
て

&

る

か
ら
之
を

a t

に
加
算
す
る

.

必
婴
が
無

n

.

:: 

斯

ぐ

の
如

く
。特
別
會
計
に

M
.
す
る
歲
入

出

豫

算

は

全
部
度

外

視
す
可
き
で
あ
る
。
然
ら
ば ヽ

一
般
會
計
の
歲
入
出
豫
黛
を
ば
純
豫
算

y
j

看
做
す
可
き
で
あ
る
か

.

マ

」

云
ふ
に
、そ
ぅ
で
辟
い

，
。

.

. 

純
豫
算
を
計
算
す
る

' 

に
は
、

1

般
歲
許
豫
算
ょ
ぅ

«

除
す
可
き
幾
多
の
：項

; 0

が：あ
る

o

先
づ
第 

I
.

に

•間
服

V 」

な
る
ね
遞
僧
事
業
の
收
入

贫

支
.
出

で

あ

る

。
，'大

泥

十
£

年

度

の

歲

入

出

1
_

に

'郵

ff
i

’郵
.促
貯
金
、電
信
、旅
に
電
話
事
業
の
官
營
に
關
す
、る

.左

0'
t
.
m
r♦
か
計
上 

.

本豫算：

遞
信
省
所
管
，
.
經常歲出

第

一
:

款

(

本省

)

，

■

第

一

項

俸

-

:

.

:
給 

五
H

2

§

第二項事務：
費

 

六
六
〇
、
六
四
三 

第二款蹲信費

 

二
-
.
K

M

A五
：

^

i

—
M
 

第
一
,

電it
t
 

0
0 

.

t

e

A

.

l

l
 

吁

• 

一
 

ニ
九
、
八

叟

、
五
：四®

本
豫
算
遞
：
信
省
所
管

.

臨

時

歲

出

'■
I 

第
一

款

第

七

項

私

；設
無
線

電
信
通
信
事
業
朞
養
成
捕助 

一、o

、Q
〇
c
 

.第
二
款
電
霞
話
篇
赞

 

四五
！，r

 

5

1
 

第
四
款.

營
：、

襻

.

费
：
 

九
ー
八
、
五
2:
ニ 

第
五
款
.
鼈

話

凌

換

擴

襲： 

四
八
、
六
1

1

Q

6

0

0

)

第

六
'；
ft
電
信
.
i

及
改
良
.費 

ニ
、
〇
0

0
、
〇
〇
0
 

s

n

 

i

x
 

n
:

議

.純
計
：
の
針
出
法
を
砰
マ

れ

て

ゐ

$
i
%



第一 .I

十

卷
$

2

1

)

饔

純

法

を

.砰
す 

:

第

九

款

貯'.
.傘

獎
'春

費
;:

簏
十
款̂

郵
便
貯
金
局
所
外
預
入
事
務
取
扱®

 

第
十
：

一
‘

款
"

無

線

電

話

施

設
' ®

第
十
.

1,1

款
;'
■

器
具
機
械
設
備
費 

»

十
.

三

難

民
.

設
無
線
電
信H

事
.監
督
費 

第

十

四

款

民

設

無

線

電

信

速

絡

通

信

施

設
®

 

第

十

五

款

災

害

費

第

十

六

款

震

：災

復

舊

，
及

新

營

費

&

追

加

豫

箅

：
遞
信
省
所
管 

第
二
款
遞

.
信

«」

第
一一.

款
電
信
電
話
營
繕
費 

第

四

款

營

潘

：

費 

.

.
第
十
五
款 

'

災
：
：
害
；

费

.第

芄

狨

ン
八
〇
、〇

c
〇 

: 

'

六
〇
五
、

1|
七
2 

.
七
六
、〇
〇

0

H

x

g

L

Q

ニニ、u
〇
o

七
ニ
、三

1

八 

.

1

六1

、六
七
：〇
 

!

1五
、
〇
〇
六
、
11!
#
四 

七 
<
、
〇.ニ
八
、
三
三
九

.九
五
：

V

四
.八
八 

二
八
九
、
六
ニ
七

J
 

.1
五
三
、
！
四
五

-
.
.
.
.
.
.
.

3;
2t
;
i
.
1
TS
〇

Q

O 

.

.

.

A

:
:f
• 

1
‘
〇

九

--
ニ

惑

*

';
.

總

.
入
 

' 

計 

ニ
〇
八
、
九
六
八
，
一

舊1 

斯
く
の
如
く

.

遞
ff
i

省
所
管
事
業
の
經
營
に
要
す

‘

る
廣
用

4

*

計
-.億
八
百
九
十
六
萬
八
千 

百
四
十
三
圆
に
上
つ
て
ゐ
る
。
然
し
な

•

が
ら
，此
等
の
事

.

業
'
.

の

收

入

が

合

計

一

一

億

三

千

，〇

十

三 

腐
四
千
七
百
六
十
五
圆
の
豫
算
に
な
つ
て
ゐ
る
。
從
っ
て
此
等
の
事
業
は
差
引
ニ
千
西
十
六 

萬
六
千
六
西
ニ
十
二
圆
の
純
益
を
生
じ
て
ゐ
る
靜
で
あ

る

.。

大

正
十
五
年
度
に
多
瓶
の

*

 

災
復
舊
費
が
計
上
さ
れ

T

ゐ
る
に

i

.

拘
&

ず
、尙
ほ
，是
れ
丈
け
の
收
益
が
生
ず
る
豫
箅
に
な
つ
卜 

• T

ゐ
る
の
で
あ
.る

; >

夫
也

,

. «

信
事
業
費
の
合
計
ニ
億

'

八
百
九
十
六
萬
八
斤
百
.调
十
三
圆
は 

之
を
國
民
の
負

' ®

ど
看
倣

‘

す
可
き
で

^

 

し
て
、純

.

豫
算
を

.

計
，出

す

る

に

は

當

然

之

を

控

除

し

. 

な
け
れ
ば
な
、ら
ぬ

>

.

+

此
等
の
遞
猶
事
業
は
製
鐵
、專
賣
等
ど
词

t

ぐ
®

業
で
あ
つ
て
、製
鐵
、®
賣 

萼
ポ

.

特
別
會
計
を

_

有
才

: ^

以
。上

»

信
: «

«

も
亦
.

特
別
：會計

.

？
尨
す
，可
き
で
あ
る
ノ
若
•し
之
を 

特
別
，會

: »

さ

す
れ
ば
、其
の
歲
入

，は

一.

一
億
ス
百
九
オ
六
萬
：

A
千
W

四
十
三
0

.

で
0

出
は
一
一
億
コ
ー 

芽

〇
:+

三

蔺

- «

千

七

！2

1

六
十
五
圓
、寒

引

益

金

ニ

: ^

满
_

十

六

萬

六

,1
=

*

六
西
ニ
十

-:
圆
は
_

專
.賣
局 

益

金

..
»

截
观
益
金
ど
同

^

く
«
常
歲
入
艺
看
倣
す
可
き

^

の
.
'
で
あ
'

る
。

.

. 

.

.

.

..
第11

十

卷

£
六
三〕

镦
贺
純
'計
.の
計s

法
‘
郤
す 

笫
芄
鞞 

ニ
九
：



t

y
难

(

.®
六
©

:
難

澈

纖-^
の

針

冲

龙

を

書

ず

 

第

五

魏

H
o

次

1.
澗
趨
ミ

:«
石
杖
雜
林
の
經
籍

1;
關
す
る
攸
入
並

^
支
.出
で
ぁ
る

0

其
の
經
營
に
®
す 

ゐ
舞
用

ビ

む
て
は

^

0
0の
經

*

歲
出
部
に
森
林
費

Sし
て

.千
九
两
七
十

H
萬
六
千

P

S
十 

九
侧
、词

e

<
本

*
算

.<
0
臨
時
歲
坩
部
に
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